
巨大台風と治水
「まさか」はもう通用しない
「ぼくらの大事なふるさとを守ってくれてる（略） ぼくらの歩む未来が輝き続けるように」
長野市の長沼小６年の児童たちが２０１５年３月に上演した創作劇「桜づつみ」の主題歌だ。
歌われているのは長沼地区にある千曲川の堤防。１９８４年に完成した既存の堤防を、地元の要望を受け再整備した。
４・３キロにわたって国が盛り土をして堤防機能の維持を図り、市が遊歩道をつくった。地元が寄付した約４００本の桜も植えた。
１５年かけた事業が完成したのは１６年。水害に苦しめられてきた地区には待望の堤防だった。竣工（しゅんこう）式では地元役

員から「これで安心できる」などの声が出たという。
児童たちは、水害の歴史を地域の人たちから学び、語り継ごうと劇にした。竣工式でも歌い、歌碑も遊歩道に設置された。
今回の台風で決壊した千曲川本流の堤防はこの「桜づつみ」だ。

＜８３年を超えた水位＞
本流の堤防が決壊したのは１９８３年の飯山市以来になる。この時に決壊したのは整備前の暫定的な堤防だ。完成堤防の決壊は、

千曲川では今回が初めてにな
る。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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